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タイプ

空間に
浮遊する
ウイルス・菌・
ニオイを除去

空間に
浮遊する
ウイルス・菌・
ニオイを除去

※

※6畳相当（25m3）閉鎖空間で二酸化塩素（0.01ppm）により浮遊ウイルスの一種を180分間で99％除去、浮遊菌の一種を120分間で99％除去することを確認。（大幸薬品調べ）
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二酸化塩素分子の構造とフリーラジカル

二酸化塩素ガス

※浮遊ウイルス・浮遊細菌の除去 付着ウイルスの除去

カビ抑制

〔方法〕二酸化塩素ガス0.01ppmを放出させた25m³（6畳相当）
試験チャンバーに、φX174ウイルス又は黄色ブドウ球菌を浮遊さ
せた後攪拌し、所定時間後に空気中の浮遊ウイルス又は浮遊細
菌を捕集し、生存ウイルス数又は生存細菌数を測定しました。二
酸化塩素ガスを放出しない条件（自然減衰、攪拌ファンのみ）で
同様に測定した生存ウイルス数又は生存細菌数を100％とした
時のウイルス生存率又は細菌生存率を求めました。

日本防菌防黴学会 第41回年次大会発表（東京、2014）

冬期（1月～3月）に、隣り合った建
物の片方だけクレベリンＧを設置
し、これらの建物に勤務している人
のインフルエンザ様疾患の調査を
行いました。その結果、クレベリン
Ｇを設置した建物（室内二酸化塩
素濃度平均0.01～0.02ppm）で
は、インフルエンザ様疾患の患者数
の有意な減少が認められました。

〔方法〕隣り合った2つの建物の一方の建物
には全部屋にクレベリンＧを設置し、もう
一方の建物には設置せずに、これらの建物
に勤務する人を対象として、前向きコホート
研究の手法により、インフルエンザ様症状※※

の有無、インフルエンザ迅速検査結果に関
するアンケート調査を実施しました
（設置期間　1/19～3/13の54日間）。

※※インフルエンザ様症状とは、次の3項目を
すべて満たすものとした。（1）38.0℃以上の発
熱（2）咳および・または咽頭炎の存在
（3）医師の診察および臨床検査によっても、
インフルエンザ以外の原因が確認されていない

〔方法〕二酸化塩素ガス発生ゲルを設置した試験チャンバー（27L）内にカットしたかぼちゃを置き、32日後のカ
ビの繁殖を、二酸化塩素ガス発生ゲルを設置しない条件と比較しました。　　  大幸薬品検証データ

三村敬司、藤岡高弘、三丸敦洋

クレベリンＧの設置実験
二酸化塩素発生ゲル

健康な成人での
インフルエンザ様症状に対する効果

クレベリンＧ設置群と未設置群の
インフルエンザ様症状患者数の比較

対象者数
男女比（男性：女性）
平均年齢

ワクチン接種率
インフルエンザ様
症状あり

クレベリン G
設置群

クレベリン G
未設置群

インフルエンザ様
症状なし

345名
93：7
43.2歳 ¶ 

¶

17.7％

97.7％

浮遊ウイルス

浮遊細菌

442名
82：18
34.8歳 
23.1％

92.8％

2.3％ 7.2％

二酸化塩素ガスあり

二酸化塩素ガスなし 二酸化塩素ガスあり

日本環境感染学会誌 25（5）,277-280（2010）.
より改変

消 臭

〔方法〕二酸化塩素ガス発生ゲルを密閉空間（空気9L）に設置し、各臭気物質を設定濃度となるように
添加し、所定時間経過後、ガス検知管を用いて各臭気物質を濃度測定しました。コントロールとして空
気のみの場合と比較しました。試験依頼先 日本食品分析センター（試験成績書発行年月日 2008年9
月5日、試験成績書発行番号　第508080187-001及び002号）
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クレベリンＧのインフルエンザ様症状に対する相対危険度
（relative risk）0.32、¶ p＜0.05 未設置群に対して有意差あり
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CIO2ガス
発生装置

〈測定〉
●生存ウイルス数 ●生存細菌数

120分又は180分後
インピンジャーに捕集

ネブライザーで
ウイルス又は
細菌を噴霧

φＸ174ウイルス
黄色ブドウ球菌

〔方法〕クレベリン ゲル（60g）を流
し台の左隅に置き、ゲル剤から右下
60cmにネコカリシウイルス（FCV）
の浮遊液［107 TCID50/50μL］を
100μL滴下したガラスシャーレを設
置し、5時間後のウイルス感染価を
求めました。独立した実験を20回実
施し、ウイルス感染価の中央値を求
め、クレベリン ゲルを設置していな
い対照群と比較しました。

Morino H., 133 1017-1022（2013）.et al. YAKUGAKU ZASSHI
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クレベリン ゲル（60g）

60cm

二酸化塩素ガス 0.09±0.04ppm
RT：24±2ºC、RH：67±5%

クレベリンＧとは、クレベリン ゲルの業務用商品です。

＊　<0.001（Mann-Whitney test, n = 20)p
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大幸薬品の
エビデンス

大幸薬品の
特許技術

［ 大幸薬品独自の技術により、安定的な二酸化塩素ガス濃度の長期保持に成功 ］

大幸薬品の
「二酸化塩素ガスの安定性」
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大幸薬品の特許技術による
二酸化塩素ガス
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※イメージ

電話0570-783-818

特許登録番号:特許第5593423

4987110005100 40個
98×54×57mm（112ｇ）

250×285×221mm（4,850ｇ）

260×367×200mm（6,650ｇ）
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